
 

 

鳥取県教育委員会事務局 
東 部 教 育 局 

〒680-0846 
鳥取市扇町21番地 

東教発 Ｈ28.3.1 №136 
 http://www.pref.tottori.lg.jp/t-kyoiku/ 
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～協働的な学校文化の創造～ 

 教師自ら設定した評価基準を達成する充実感は、さらなる挑戦に向かう原動

力となります。そして、一人一人の教師が主役となり、協働的な学校文化を創

り出すことで、学校全体にいきいきとした空気を吹き込んでいます。こうした

教師の取組は、子どもの主体的・協働的な学びの実現にもつながります。 

 中ノ郷中学校では、学校教育目標の実現に向けて教科会と各分掌の活

性化に取り組んでいます。教職員のアイディアを引き出し、つなげて形

にするアクティブプランの作成が、全教職員の協働を生み出していま

す。 

鳥取市立中ノ郷中学校 

 
○研究推進部 

 教科主任研修会 

 （教科会充実のために） 

○学びづくり部 

 中ノ郷中スタンダード 

○人間関係づくり部 

 生徒会による小学校への 

 出張劇 

○健康づくり部 

 ドアをノックふれあい週間 

 グッスリ・スッキリ・ガッツ 

 リ大作戦 

生徒会による自治的活動 

チーム発のプランを 

全校で共通実践 
アクティブプラン 

各チームの取組例 

  「 協 働 」         局長 杉本 仁詞 
 

 

 今年の仕事始めは、八頭郡小学校管理職研修会でした。テーマは“教職員の「協働」を高める”でした。 

 「協働性の高い組織（チーム）」について、広島大学曽余田浩史准教授は次の三つのレベルで述べて

います。（教職研修［教育開発研究所］より抜粋） 

 第一レベル： 仲がよい組織  

 第二レベル：「何をめざすか」「いかにするか」を考えて協力し合って行事やプロジェクトを進める組織  

 第三レベル：「何のためにやっているのか」「どこをめざせばよいのか」と互いに問い返しつつ自校の教育   

        を練り上げていく組織 

 本年度の学校訪問を振り返ってみると、多くの校長先生方が「協働」について意識されており、実際

にその姿を見ることができました。例えば、研究発表に向かいながら抜群のチームワークを発揮して学

校力を高めている学校。核となる教職員を中心として分掌組織を活性化させ、活力のある学校運営がな

されている学校。若手とベテランが協力して練り上げた素晴らしい授業実践をしている学校。このよう

に、忙しい中にあって、普段から各学校で教職員同士がしっかりとコミュニケーションを取りながら、

話し合いを積み重ね、共通の目標に向かって自校の教育を練り上げていく様子が伝わってきました。協

働性を高めるためには、新しい教育の動向を注視し取り入れながら、私たちが大切にしてきた不易の部

分である教職員文化を継承していくことも重要であると感じています。  

 「協働」を学校評価の視点の一つとして、その質を高めていくことが、教職員の力量を高めることに

なり、また、児童生徒の学力向上やいじめ・不登校問題の減少等につながっていくのだと思います。 



 

 

 昨年１２月に中央教育審議会は、「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の
在り方と今後の推進方策について」の答申を行いました。時代の変化に伴い、その重要性や必要性が今まで以
上に指摘されています。地域の様々な組織や人材と連携し、協働を深めながら「地域で育む学校支援ボランティ
ア事業」（以下「学校支援」）に取り組んでいる事例を紹介します。 

～「地域で育む学校支援ボランティア事業」新規活用校の取組より～ 

学校と地域の連携・協働、今後の在り方は？ 
 

社会教育 
コーナー 

 地域の様々な専門性を持つ人たちと連携・協働して学校支援ボランティアの取組を充実させること
は、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」につながっていきます。教職員自
身も「地域の未来を担っている」という使命感と気概をもって子どもたちと関わっていきたいものです。  

     
 
              

       
 

 
より多くの方から支援が得られる
ような方策を考え、行動すること
が大切です。 

地域では多くの方が活躍していま
す。学校に直接関わる方の他に、
地域で子どもたちを見守っていた
だけるような方にも協力が依頼で
きると学校と地域のネットワーク
はさらに広がります。 

すでに本事業を活用して
いる学校でも、新たな協
力体制を築いて、協働関
係をより深めていくこと
をめざしましょう。 

「学校支援」を充実させる 
ための組織づくりの流れ 

（小学校） 

 ① 地域コーディネーターの選出、依頼 

   学校と地域コーディネーターとの協議 
 ② （地域で活躍する各種団体や町内会等に  
   情報発信をし、理解と協力を得る） 

   地域の各種団体のチーフへ事業の説明 
 
 
 
 ③ 

各種団体等 
 まちづくり協議会 自治会 
 婦人の会 社会福祉協議会 
 民生児童委員 交通安全協会 
 地区公民館など 

   町内会長へ事業を説明した後、便りを 
   全戸に配布し、ボランティアを募集 

 ⑤ 組織立ち上げの総会を開催 

 ⑥ 教職員への周知、活動開始 

学校の求めに応じたワ
ンポイントの支援とな
るようにコーディネー
トしている。 
  ＜地域コーディ 

  ネーター＞ 

地域コーディネー
ターの助言により、
多様な方と協力体制
が構築できたことが
何よりも大きい。 

＜校長先生＞ 
 

④ 
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 学力向上の取組の一つとして、年２回（７月と１２月）、校区の全ての小学校で共通問題による「一斉

テスト（国語・算数）」を全学年で実施している中学校区があります。一斉テストをきっかけに子どもの

家庭学習が充実したり、教師の指導の振り返りが行われたりといった成果が見られています。 

全体の動き 

担任の動き  

日々の授業実践 

児童・家庭の動き 

保護者からの言葉かけ 

テストに向けた家庭学習 

保護者からの称賛・はげまし 

基礎的な問題が中心だが、平成26年度

から、全国学力学習状況調査のＢ問題

（過去問題）も意識して出題している 

中学校区共通の「家庭学習の手引き」 
ラミネート加工したものを全児童・生徒に

配布（低、中、高、中１・２、中３の５種類準備） 

授業改善 

家庭学習の充実 
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家庭学習への働きかけ 

一 

斉 

テ 

ス 

ト 

実 

施 

採点（個々の児童の実態把握） 

小・小連携 

指導の振り返り 

学習への意欲の高まり 

 中学校区の全ての小学校で、意図的・計画的に作成された自

作の一斉テストに取り組み、その結果をもとに「学び直し」「基

礎的な内容の定着」「活用」を意識した授業づくりを行ってい

くことで、統一性のある授業改善を進めていくことができま

す。これは、児童の学力向上だけでなく、学びの土台づくりに

つながり、中学校での学習の充実も期待できます。 


